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剣道の基本面打突における右足の

作用について

植 国 史
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1. 緒 l=l 

生*

剣道の動作分析に関する研究は，従来より数多くみられる。しかし，部分的な測定において
(υ似3)(4)(5X6)げ)(8)(9)仕仰)ω同

はいまだ未完成のものが多L、。特に剣道では，足の働きが有効打突をするために重要な要素の
倒同血6)¥1司

ひとつであると思われる。本研究は，右足の踏み込み動作がし、かに行なわれているか，また，

それによって身体の移動がどのように働いているのかということに着眼をし検討を行なった。

すなわち，基本面打突を行なわせ，その時の右足の上がり具合， 踏み込む距離等に焦点をあ

て，その動作を行なう時には基本的にし、かなる振り上げ方をしているのか，どのように前へ踏

み込んでいるのかとし、う右足の踏み込み動作の運動現象のみをとらえ検討を行なったものであ

る。

ll. 測定方法

1. 対象

被験者は，剣道経験者と未経験者とにわけ，その内容は次のとおりである。

(1) 剣道経験者

連日稽古を続けている 3""'4段の大学生，平均年齢20歳， 5名。

(2) 剣道未経験者

* 慶麿義塾大学体育研究所助手
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剣道の基本面打突における右足の作用について

剣道の経験がまったくない大学生，平均年齢20歳， 5名。

2. 対象動作

基本面打突一面打突が基本的な打突動作のなかで最も踏み込み動作が大きい動作であり対象

動作とした。

3. 測定方法

(1) 被験者と身長が同じくらいの者を相手とし，正面打突を行なわせ，できるだけはやく踏

み込み，正しく打つように指示をした。

(2) 16ミリ撮影機を使用し， 右側面から， 打突動作を撮影した。 その時のフィルム速度は

48コマIsecである。

(3) カメラの高さは，右足の踏み込み動作を中心にしてできるだけ角度の誤差をなくすよう

にし7こ。

(4) 中段の構えから自由に思いきり打たせるために，遠い間合より自由に振り冠って正面打

突を行なわせた。

4. 測定個所

本研究では，基本面打突の右足の働きを検討する関係から次のようにした。

(1) 藤田恒太郎の「人体計測」を参考にし，図 1が示す基点とした。
同

E 

床面

図 1

P
 

面床

A:右肩峰点

B:右腔骨点

c:右外果点

D:右足先点

E:;左内果点

。:右腸稜点

La:上体角度

ぷb.:右大腿角度

ぷc:右膝角度

Lぷ右足首角度
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剣道の基本面打突における右足の作用について

A:右肩峰点

B:右腔骨点

C:右外果点

D:右足先点

E:左内果点

。:右腸稜点

(2) 図 1の基点を直線で結び，図 2の測定個所を定めた。

ζa  (LAO P) :上体角度

ぷb (LAOB):右大腿角度

どc(どOBC):右膝角度

どd(ζBCD) :右足首角度

m. 整理方法

1. 現像されたフィルムを，モーションアナライザーに写し，動作の起こり(右足離床時〉か

ら打突終了までを測定目標点を基点として計測した。

2. 右腔骨点の高さ，右外果点の高さ，移動距離は床面に垂線を下ろし計測したο

3. 測定にあたっては，各被験者に正面打を測定方法(4)の要領で各 5回ずつ行なわせ，その

中から有効打突を行なったものを各被験者 1例ずつ抽出し検討した。

4. 有効打突とは，全日本剣道連盟の試合規則第17条の基準である充実した気勢，適法な姿

勢をもって竹刀の打突部で打突部位を正確に打突したものである。

1. 各角度変化の比較

(1) 上体角度

N. 結果の考察

上体角度における経験者と未経験者の傾向は，区13，図 4が示すとおりである。経験者は，

右足離床時と竹万振り上げ最高時が同時期に行なわれている。その時の上体角度は約 1650

を

示し，打突に移行するにしたがって一旦多少角度を減少し，ふたたひ、角度を増しながら打突を

行なっている傾向がみられる。右足着床以前に打突が行なわれ，打突とともに多少角度を増し

ながら着床が行なわれているのがみられる。未経験者の場合は，経験者にくらべ右足離床時が

竹万振り上げ最高時よりはやく行なわれ，その時の上体角度も約 175。と経験者より高い値を
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剣道の基本面打突、こおける右足の作用について

図 3 上体角度変化(経験者〉
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図 5 右大腿角度変化(経験者〉
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図 4 上体角度変化(未経験者〉

。

図 8三右大腿角度変化(未経験者〉

。

A 右足離床J与 O 竹万振り上げ最高時 。面打突時 V 右足着床時

v 。

v 。

示している。また，角度変化も，右足離床とともに徐々に角度を増し，竹万最高時で一旦角度

も最高値(約 1780
) を示し，次第に角度を減少しながら右足を着床している。その後打突へと

移行し，打突時には角度が最小値(約 170つを示している。経験者は，打突とともに後倒して

いるのに対し，未経験者は，打突とともに前倒しているものと思われる。これらのことは，従

来の研究と同じ傾向であり 9 経験者の打突にともなう効果的な反動動作であると思われる。
師同(19)(20)2司

(2) 大腿角度

大腿角度における経験者と未経験者の傾向は，図 5，図 6が示すとおりである。経験者は，

右足離床時には約 187
0 を示し，打突に移行するにしたがって急激に減少し打突している傾向

がみられる。また打突から急激に角度を増しながら着床しているのがみられる。未経験者は，
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剣道の基本面打突における右足の作用について

図 7 右膝角度変化〈経験者〉 図 8 右膝角度変化(未経験者〉

。
企 。

170. 
v A. 

170。
。 。v 

160。 160
0 

150。 150。

140。 140。

130。 130。

120。 120
0 

110。 1100 

101日1L7一
度角 :c__， 

100。

21F 
移動過程

右足離床時には約 162
0

を示し，右足離床とともに竹万振り上げ最高まで角度が減少してい

る。その後竹万振り上げ最高から急激に角度を増し右足着床後に打突している。また打突時に

は最大値(約 1800
) を示している。これは，経験者が竹刀振り上げ最高から右足を大きく振り

上げ，打突に移行しているのにくらべ，未経験者は，上体を前倒しながらの動作で右足の振り

上げが小さいものと思われる。

(3) 右膝角度

右膝角度における経験者と未経験者の傾向は，図 7，図 8が示すとおりである。経験者は，

右大腿角度と同じような傾向を示しているが，竹万振り上げ最高から打突に移行するにしたが

って，いったん急激に減少し，最小値(約 105つを示している。その後急激に角度を増しなが

ら打突を行なっている傾向がみられ，右足着床時には最大値(約 1500
) を示している。未経験

者の場合は，右足離床後に徐々に減少を示し，竹万振り上げ最高前から角度を増し，打突時ま

で増加を示している。また，経験者が竹万振り上げ最高時に減少を示し最高後に最小値を示し

ているのに対し，未経験者は竹万振り上げ最高前に最小値(約 1050
) を示し，竹万振り上げ最

高時には徐々に増加を示し，右足着床後打突まで右膝角度を増し打突時には最大値(約 1500
)

を示している。これらのことは，経験者が，右下腿を打突前から大きく振り出して打突に移行

しているのにくらべ，未経験者は，右下腿の振り上げ，振り出しが経験者ほどないものと忠わ

れる。

(4) 右足首角度

右足首角度における経験者と未経験者の傾向は， 図9，図 10が示すとおりである。経験者

は，右足離床時には約 105
0
を示し，右足離床後いったん角度を増し，最大値(約 110つを示

した後打突前まで減少している。 また，最小値(約 85つを示した後急激に増加しながら打突

に移行している。その後右足着床時には打突時と同じような値〈約 1020
) を示している。未経
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図 9 右足首角度変化〈経験者〉

剣道の基本面打突における右足の作用について

図 10 右足首角度変化(未経験者〉
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図 11 右腔骨点の高さ(経験者〉
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図 12 右腔骨点の高さ(未経験者〉
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験者の場合は，右足離床前から右足離床後まで減少を示し，その後竹万振り上げ最高時まで増

加し最大値(約 1100
) を示している。竹万振り上げ最高後減少を示し右足着床時には最小値

(約 820
) を示し，その後角度は増し打突を行なっている。 これは，経験者は右大腿の振り出

し，振り上げにともない右足首で踏み込み動作をコントロールし，足先を伸ばして着床してい

るものと思われるが，未経験者は，打突より着床がはやく行なわれているため，右足首での踏

み込み動作のコントロールはみられないものと思われる。

2. 高さの比較

(1) 右腔骨点の高さ

右腔骨点の高さにおける経験者と未経験者の傾向は，図 11，図 12が示すとおりである。経

験者は，竹万振り上げ最高で急激に増加し，打突前に最大値(約66cm)を示しその後右足着
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図13 右外果点の高さ(経験者〉

剣道の基本面打突における右足の作用について

図14 右外果点の高さ(未経験者)

0 
企

30 
(cm) 

。

20 

10 

L

一一図15 右外果点の移動距離(経験者〉

O 
A 

200 
(cm) 

150 

。

100 

i[と三

V 企

30 
(cm) 

。。 v 

20 

10 

図16 右外果点の移動距離〈未経験者〉
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床まで減少している傾向がみられる。未経験者は，右足離床後，徐々に増加し，竹刀振り上げ

最高で段大値(約5Ucm)を示し，その後徐々に減少し打突まで移行している。これは，経験者

が，右下flihlを振り出し，振り上げているのにくらべ，未経験者は，右下腿の振り出し，振り上

げぷ筏験者ほどなされていないものと思われる。

(2) 右外果点の高さ

右外果点の高さの経験者と未経験者の傾向は，図13，図14が示すとおりである。経験者は，

右足離床から急激に増加し，し、ったん増加が止まるが，その後ふたたび急激に増加し，打突前

に最大値(約2ucm)を示している。その後着床まで減少を示している。未経験者は，右足離床

から徐々に増加し竹万振り上げ最高で最大値(約1ucm)を示している。この値は，経験者の値

にくらべ低い値を示している。その後，着床まで徐々に減少を示し右足を着床したままで打突

に移行している傾向がみられる。これは，経験者が，打突前から打突時まで右足を振り出し，

打突時にはまだ着床をせず打突後に着床しているものと思われる。未経験者は，経験者にくら

べ外果点の高さの値が低い傾向を示し，経験者ほど右足の振り出し，振り上げが行なわれず打

突前に着床が行なわれ打突に移行しているものと思われる。

3. 右外果点の移動距離
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剣道の基本面打突における右足の作用について

右外果点の移動距離の経験者と未経験者の傾向は，図15，図16が示すとおりである。経験者

は右足離床時から徐々に増加し，打突前には急激に増加し打突に移行している。その後着床に

いたり，着床時には最大値(約 150cm)を示している。未経験者は，右足離床時から徐々に増

加を示しているが，竹万振り上げ最高後はほとんど増加を示していない。着床時に最大値(約

70cm)を示し，その後ほとんど変化なく打突に移行している傾向がみられる。これは，経験者

が未経験者の二倍ちかくも前方へ踏み込み，右下腿を大きく前へ振り出し，振り上げてより前

方へ踏み込んでし、るのにくらべ，未経験者は前方への踏み込みが小さいものと思われる。

V. 総 括

基本面打突において，経験者と未経験者との動作の顕著な相違は，経験者が右足離床と竹万

振り上げ最高値が同時期であるのに対し，未経験者は，右足離床後に竹万最高値を示す傾向で

あり，また，経験者が打突後に右足の着床が行なわれるのに対し，未経験者は右足着床後に打

突が行なわれる傾向である。これは，経験者は，右足を前方に大きく振り出し打突時には右足

を着床せず上体の姿勢を保ち，高く，遠くへ踏み出しても合理的に有効姿勢を保持しながら打

突しているものと思われる。これは，打突動作の効率を高める働きであると考えられる。これ

に対し，未経験者の右足の着床が打突よりもはやく行なわれる傾向は，空中での不安定な打突

姿勢の状態から安定感をはやくもとめるために行なわれる動作であり，かえって右足が身体の

前進を困難にさせ，上体が前倒する動作になってしまうものと思われる。これは，経験者にく

らべ良い姿勢ではなく全体的にみれば効率が悪い打突動作であると思われる。これは，経験度

によるものであると思われる。この測定の結果から，右足の作用については，経験者は未経験

者より右足が前方に高く振り上げられ踏み込んでいる傾向がみられ，従来の研究と同じ傾向が
(17)(1刺腕勝喜朗偽凶

みられた。

〔附記〕 稿を終わるに当り，本研究に際し， i筑波大学坪井三郎教授に懇切なる御指導， 御教示を賜っ

Tこ。

こに特記してあっく御礼申し上げる。
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